
【特徴等】 

○ 令和７年４月末の刑法犯総数は、6,522 件（前年比-251 件） 

包括罪種別では、窃盗犯が 4,998 件（前年比-287 件）で最多 

○ 罪種（手口）別では、万引きが 906 件（前年比+103 件）で最多 

※増加数最多は、忍込み+120 件（認知件数 195件）、減少数最多は、工事場ねらい-51件（認知件数 76件）  

○ ニセ電話詐欺は、66 件（オレオレ 28 件、架空料金請求 23 件等）で前年に比べ５件の増加 

被害額は、３億 6,609 万４千円で、前年比２億 5,531万５千円増加   

＊被害額：キャッシュカード手交型及びすり替え型におけるＡＴＭ引出（窃取）額を含む 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 窃盗犯の主な手口 

１ 包括罪種別 

４ 全国との比較 

【包括罪種の区分】 

・凶悪犯：殺人、強盗、放火、不同意性交等 

・粗暴犯：暴行、傷害、脅迫、恐喝 等 

・窃盗犯：乗り物盗、(非)侵入盗 等 

・知能犯：詐欺、横領、汚職 等 

・風俗犯：賭博、わいせつ 等  
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３ ニセ電話詐欺 



※ 住宅侵入窃盗の人口 10万人当たりの認知件数（犯罪率）は、16.1件で全国ワースト２位 

（１位 群馬県 21.3件）となっています。 

 

 

  夜間、就寝時間帯を狙った忍込みが増加しています。在宅時も 

玄関や窓を施錠しましょう。また、窓の 3 割弱、出入口の８割弱 

が無施錠の状態で侵入されています。外出する際は、たとえ少し 

の時間でも、確実に鍵を掛けましょう。 

  泥棒は、侵入に時間がかかるのを嫌がります。窓ガラスには防犯フィルム、 

サッシには補助鍵等の対策を施しましょう。 

  センサーライトや防犯カメラ、警報器等の防犯装置を活用しましょう。 

 
※防犯性能に優れた「CP マーク」表示のあるドアや窓などを    
取り付けることも被害の防止に効果的です。 

「ＣＰ」Crime Prevention（防犯）の頭文字 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                           

                                            

                                            

                                             

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 手口別発生状況 

【侵入手段・箇所】 

※【住宅侵入窃盗】 
空き巣： 家人等が不在の住宅の屋内 

に侵入し金品を盗むこと   

 忍込み： 夜間家人等の就寝時に住宅 

の屋内に侵入し、金品を盗む 

こと 

 居空き： 家人等が在宅中に住宅の屋 

内に侵入し、金品を盗むこと 

 

● 特徴 

令和７年４月末 455 件（前年比＋84 件） 

◆空き巣 ◆忍込み 

【侵入手段：窓】 

ガラス破り 68.8％ 

無施錠   28.9％ 

【侵入手段：出入口】 

ガラス破り  13.9％ 

無施錠     75.0％ 
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【侵入手段】 

・窓 

ガラス破り 78.6％ 

無施錠   18.4％ 

・出入口 

ガラス破り 21.3％ 

無施錠   59.6％ 

【侵入手段】 

・窓 

ガラス破り 54.0％ 

無施錠   44.5％ 

・出入口 

ガラス破り  9.3％ 

無施錠   87.0％ 

住宅侵入窃盗事件発生状況



 

☆ 保管場所に、防犯カメラや音や光を発する盗難防止装置等を設置しましょう。 

☆ 駐車場に扉が有る場合は、夜間は、必ず扉を閉め鍵をかけましょう。 

※南京錠が破壊される事案も発生しています。頑丈な鍵を複数使用するなどの

対策を行いましょう。 

☆ 車両への盗難防止装置（警報器・バー式ハンドルロック等）の設置や、GPS 装

置等、複数の防犯対策を行いましょう。 
   

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 全国順位 

● エンジンキーの状態 

※犯罪率：人口 10万人当たりの認知件数 

 【被害が多い自動車】   
・乗用車：プリウス、ランドクルーザー、ハリアー、アルファード、レクサス LＸ、クラウン 等 

・貨物車：キャリイ、アクティ、アトラス、キャンター  

※本県では、被害車両の９割強が車内にキーが無い状態（施錠中含む。）で被害に遭っています。 

● 車種別発生状況（既遂 245件の内訳）  

令和７年４月末の自動車盗難事件認知状況

認知件数 270件（前年比 ＋97件） ※ 暫定値 
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※構成比は小数点第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

                   

 

         

 

 

 

 

 

自動車盗地域別認知状況

■県央地域 

    25件（±0件） 

   乗用車    15件 

   貨物車     1件 

■県西地域 

     49件（＋9件） 

  乗用車    39件 

  貨物車     5件 

■県南地域 

 172件（＋100件） 

  乗用車    143件 

貨物車     13件 

■鹿行地域 

    22件（－11件） 

  乗用車     13件 

  貨物車      5件 

■県北地域 

2件（－1件） 

乗用車    2件 

   貨物車    0件 

●令和７年４月末 
認知件数 270 件（前年同期比 ＋97 件） 

【多発市町村】 
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【ハンドルロック】 

【※地域は、警察署の位置を基準】 



 

 

 

 

 

  

 

令和７年４月末（暫定値）の「ニセ電話詐欺」等の認知状況

【統計：茨城県警察ニセ電話詐欺対策室】 

※預貯金詐欺とは・・・警察官、銀行職員、市町村職員等を装い、「あなたの口座が犯罪に利用されています」、「医療費などの還付

金があります」などと言ってキャッシュカードなどをだまし取る手口です。 

※被害額：キャッシュカード手交型及びすり替え型におけるＡＴＭ引出（窃取）額を含む。 

◆警察から電話やＳＮＳで「あなたに逮捕状が出ている」「保釈金を支払えば逮捕さ

れない」「あなたの口座内のお金を調査する」等と振込を求められたら全て詐欺！ 

◆未納料金やパソコンのウイルス除去費用を「電子マネーで支払え」は全て詐欺！ 

◆「鞄を紛失した」等と言ってお金を要求する息子や孫からの電話は全て詐欺！ 

◆「キャッシュカードを預かる・確認する」は全て詐欺！他人に渡さない！ 

  ※ 警察官や銀行員がキャッシュカードを取りに来ることは絶対にありません。 

☎「留守番電話」設定又は「防犯機能付き電話」を活用しましょう。 
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【被害防止の対策】 

◆「SNSで見知らぬ人からメッセージ」が来て、投資を勧められたら詐欺！ 

※ 金融庁のウェブサイトで金融商品登録業者等に登録されているか確認しましょう。 
◆「SNSで知り合い、実際に会ったことのない相手」から投資・副業を勧められたら詐欺！ 

 

 

 

ウェブサイトやＳＮＳ等の広告をクリックすることから始まる場合もあります。 

無登録業者

とは、取引 

しないように 

しましょう。 
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